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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成１９年１１月９日の中間決算短信発表時に公表いたしました、平

成２０年３月期（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日）の連結及び個別の通期業績予想を下記の

通り修正いたしますのでお知らせします。 

 

記 

１．業績予想の修正 

（１）平成20年３月期連結業績予想数値の修正（平成19年4月1日～平成20年3月31日） （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 予 想 発 表 （Ａ） ８，２００ ４４１ ３０８ ２８７ 

今 回 予 想 発 表 （Ｂ） ７，８２４ ２２４ １３２ １２２ 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △３７５ △２１６ △１７５ △１６４ 

増 減 率（％） △４．６ △４９．０ △５６．９ △５７．１ 

（ご参考） 

前期実績（平成１９年３月期） ７，７８４ １５６ ４５ ２２ 

 

（２）平成20年３月期個別業績予想数値の修正（平成19年4月１日～平成20年3月31日） （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 予 想 発 表 （Ａ） ８，２００ ４４１ ３０８ ２８７ 

今 回 予 想 発 表 （Ｂ） ７，８２１ ２２２ １３１ １２１ 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △３７８ △２１８ △１７６ △１６５ 

増 減 率（％） △４．６ △４９．５ △５７．３ △５７．５ 

（ご参考） 

前期実績（平成１９年３月期） ７，７８１ １６０ ５２ ２９ 

 
２．修正の理由 

通期連結売上高につきましては前期実績を上回る７，８２４百万円の見込みです。計画に対しては

アメダス（気象観測機器）の増加や絶縁監視装置（情報通信機器）の増加はあったものの、ダム・河川

管理装置（制御システム機器）の減少や宇宙関連機器の翌期へのずれ込みなどにより、前回予想の

８，２００百万円に対して、３７５百万円の減少（△４．６％）となる見込みです。営業利益、経常利益、

当期純利益につきましては、前期実績に対しいずれも大きく増益を見込みますが、前回予想に対して

は売上高の減少に伴い下方となる見込みです。 

尚、当社は連結業績と個別業績とはほぼ同様であり、個別業績予想数値の修正につきましても連

結業績予想の修正理由と同様です。 

 

（注）上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成

しておりますが、多分に不確実な要素を含んでおります。従いまして、実際の業績は、今後様々な要

因によって予想数値と異なる場合があります。 

以 上 


